
「災害に強い茨木」、雇用と
　　　　　暮らし最優先の市政に

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
た
め
に
暮
ら
し
の
予
算
を
犠
牲
に
す
る
な

日
本
共
産
党

日
本
共
産
党

茨　
　
　

木

茨　
　
　

木

市
政
報
告

市
政
報
告

日
本
共
産
党

茨　
　
　

木

市
政
報
告
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大
震
災
や
原
発
事
故
の
発
生
と
い
う
未
曾
有
の
国
難

と
停
滞
・
後
退
す
る
日
本
経
済
と
い
う
状
況
の
も
と
、

政
治
・
経
済
の
抜
本
的
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
政
に
お
い
て
も
被
災
者
救
援
・
復
興
に
全
面
的
に
協

力
す
る
と
同
時
に
、
安
威
川
の
治
水
問
題
を
は
じ
め
、

茨
木
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
市
民
的
検
討
を
進
め
、

仕
事
と
雇
用
を
増
や
す
身
近
な
公
共
事
業
の
推
進
、
家

計
・
内
需
主
導
の
経
済
成
長
の
た
め
に
も
暮
ら
し
・
福

祉
拡
充
路
線
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
昨
年
度
の
財
政
運
営
で
は
市
税
収
入
も

地
方
交
付
税
も
臨
時
財
政
対
策
債
も
当
初
予
算
で
は
低

　

日
本
共
産
党
は
直
ち
に「
国
民
み
ん
な
の
力
で
救
援
・
復
興
に
全
力
を
」と
呼
び
か
け
、　

救
援
募

金
活
動
で
は
、
全
国
で
五
億
円
以
上
、
茨
木
で
も
二
百
万
円
を
超
え
る
義
援
金
を　

お
預
か
り
し
、

第
一
次
分
と
し
て
八一
被
災
自
治
体
に
直
接
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

市
は
、「
旧
地
区
公
民
館
の
人
員
の
配
置

に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
午
前
に
つ
い
て
は

年
間
を
通
し
て
臨
時
職
員
を
配
置
し
、
午
後
・

夜
間
に
つ
い
て
は
半
年
に
限
り
鍵
の
施
錠
、

安
全
管
理
の
た
め
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
会
員
を
配
置
す
る
」「
公
民
館
の
管
理

方
法
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
セ
ン
方
式
も
含
め

て
半
年
間
を
目
途
に
協
議
し
て
い
く
」
と
し
、

最
終
的
に
は
公
民
館
よ
り
市
の
人
員
配
置
を

な
く
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、

４
月
よ
り
各
公
民
館
で
の
住
民
票
発
行
事
務

は
廃
止
さ
れ
、
各
公
民
館
で
の
使
用
申
請
手

続
き
の
受
付
時
間
も
午
前
９
時
〜
正
午
ま
で

に
後
退
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。「（
旧

地
区
公
民
館
に
つ
い
て
は
）
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、
人
員
体
制
等
に

つ
い
て
検
討
」（
09
年
９
月
議
会
答
弁
）
に

反
す
る
内
容
で
あ
り
、
党
市
議
団
は
代
表
質

問
で
「
現
体
制
の
維
持
・
拡
充
を
」
と
迫
り

ま
し
た
。
し
か
し
、市
は「
適
正
配
置
で
あ
る
」

と
居
直
り
、
一
層
の
後
退
を
表
明
し
ま
し
た
。

３月
定例

市 議
会３月

定例

市 議
会３月

定例

市 議
会
被災者救援・復興に全力を
「災害に強い茨木」、雇用と
　　　　　暮らし最優先の市政に

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
に

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
に

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

く
見
積
も
り
「
厳
し
さ
」
を
一
面
的
に
強
調
し
、
公
共

施
設
使
用
料
減
免
制
度
原
則
廃
止
や
下
水
道
料
金
の
値

上
げ
な
ど
を
押
し
付
け
る
一
方
、
年
度
末
に
は
歳
入
を

増
額
補
正
し
、
当
初
予
定
に
は
な
か
っ
た
用
地
取
得
や

買
い
戻
し
と
い
っ
た
普
通
建
設
事
業
の
拡
大
に
費
や
し

ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
度
も
総
額
５
億
円
の
市
民
サ
ー

ビ
ス
後
退
を
強
行
し
ま
し
た
。

　

党
市
議
団
は
、
各
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
対
応
に

つ
い
て
具
体
的
な
提
案
を
行
う
と
同
時
に
、
市
民
犠
牲

に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
財
源
は
、
市
民
の
雇
用
・
暮
ら

し
に
還
元
す
べ
き
と
、
最
後
ま
で
奮
闘
し
ま
し
た
。

20１１年度、みなさんと力を
合わせて実現できた主なもの
○ 介護事業所支援事業（介護福祉士養成）、若者
　 人材スキルアップ事業、道路側溝清掃委託な
　 ど、府基金活用の緊急雇用創出等事業

○ 乳幼児医療費助成の小学校３年生までの拡充
　 （今年11月から実施）

○ こども健康センターの開設

○ 妊婦健診公費負担の拡充

○ 病児保育事業の拡充

○ 安心こども基金活用事業（保育所・幼稚園の
　 遊具等購入など28事業対象）

○ 私立保育園建設補助事業（新設２ヵ所、建替１ヵ所）

○ 学童保育室の増築事業（彩都西小）

○ 住民健診の拡充（大腸がん検診・対象者に無料
　 クーポン券配布等）

○ 小規模多機能型居宅介護施設５ヵ所、地域密着
　 型特別養護老人ホーム２ヵ所等整備補助事業

○ ともしび園・日帰りショートステイ事業等の
　 サービス拡充

○ 小・中学校、幼稚園の耐震補強、プール改修
　 等施設整備の推進

○ 10％プレミアム商品券を発行

○ 集落営農組織の農業機械購入費補助を実施

公
民
館
の
現
体
制
の
維
持
・
拡
充
を
は
か
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
！

国保料の引き下げを！国保広域化は止めよ！
　今年も「国保制度をよくする茨木連絡会」より約12,500 筆の「国保料の引き下げなどを求
める請願署名」が提出され、国保料の引き下げなどとともに、保険料値上げに直結する国保
行政広域化や高齢者差別医療の温存を止めるよう求めて、民生常任委員会で代表者による趣
旨説明も行われました。３月議会ではこの請願署名を自民・民主・公明などの議員が反対し、
不採択に終わりましたが、新年度の保険料は、保険料抑制のための一般会計からの繰り入れ
が昨年より増額されたこともあって保険料の抑制が実現し、加入世帯の６割で若干ながら引
き下げとなる見込みです。（６月に本算定）

公契約条例、住宅リフォーム助成制度の制定を！
　自治体が発注する公共工事や業務委託において、異常な低価格入札の横行により、そのし
わ寄せは現場労働者の賃金切り下げに直結し、全国的にも大きな問題となる中、自治体と公
契約を結ぶ事業者に対し適正な賃金水準を確保するよう求める公契約条例を制定する自治体
が出現しはじめています。茨木市での実態も示しつつ条例制定に乗り出すよう求めましたが、
茨木市は「国による法整備を待ちたい」と答弁するにとどまりました。
　また、「仕事おこし」効果は抜群であることが実証されている「住宅リフォーム助成制度」創
設についても、その実現を迫りました。しかし市は、地域経済活性化の重要性は認めながら
も「個人の財産の改善には助成できない」という他の施策とも整合性のとれない答弁にしが
みついています。引き続き公契約条例、住宅リフォーム助成制度の実現に向けてがんばります。



３月市議会でも市政のチェックと市民の願い実現に全力
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のお知らせ

「
興
信
所
条
例
」は
廃
止
し
、時
代
錯
誤
の「
人
権
」啓
発
や
め
よ

　

府
が
、
不
動
産
会
社
な
ど
の
関
連
業
界
の
土
地
取
引
調
査
に
「
差
別
助
長
行
為
」
が
あ
っ
た

な
ど
と
し
て
「
大
阪
府
部
落
差
別
事
象
に
関
わ
る
調
査
等
の
規
制
等
に
関
す
る
条
例
」（
＝
興
信

所
条
例
）
の
規
制
対
象
に
「
土
地
調
査
等
を
行
う
者
」
等
を
加
え
る
改
悪
を
企
み
、
市
も
「
土

地
建
物
の
取
引
や
入
居
等
に
関
す
る
人
権
問
題
の
啓
発
に
努
め
る
」
と
表
明
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
こ
ん
な
時
代
錯
誤
の
条
例
や
「
人
権
」
啓
発
こ
そ
や
め
る
べ
き
で
あ
る
と
質
し
ま
し
た
。

市
は
「
そ
の
考
え
は
な
い
」
と
ま
っ
た
く
無
反
省
の
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

東
海
、
東
南
海
、
南
海
巨
大
地
震
に
備
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　

安
威
川
の
治
水
は
河
川
の
堤
防
補
強
で
こ
そ

　
「
福
島
県
須
賀
川
で
は
地
震
で
藤
沼
ダ
ム
が
決
壊
し
て
湖
水
が
川
に
流
れ
出
し
、
川
は
一
気
に

氾
濫
し
家
屋
や
人
を
の
み
込
ん
だ
と
み
ら
れ
、
下
流
な
ど
で
８
人
が
行
方
不
明
に
な
り
、
２
人
の

犠
牲
者
」
と
の
報
道
。
安
威
川
ダ
ム
計
画
地
は
地
質
も
悪
く
数
多
く
の
活
断
層
が
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
場
所
に
ダ
ム
を
つ
く
る
こ
と
は
防
災
上
避
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
安
威
川
本
川
や
支
川
の

脆
弱
な
堤
防
補
強
こ
そ
急
ぐ
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。
市
は
「
今
回
の
震
災
で
ダ
ム
が
決
壊
し
た
こ

と
は
承
知
し
て
い
な
い
。
府
は
安
全
だ
と
言
っ
て
い
る
」

と
の
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。
安
威
川

ダ
ム
の
総
貯
水
容
量
は
１
８
０
０
万
ト

ン
。
藤
沼
ダ
ム
１
５
０
万
ト
ン
の
12
倍

に
の
ぼ
り
ま
す
。

市
会
議
員

あ
じ
ち
洋
子

電
話（
６
３
３
）５
９
４
６

市
会
議
員

朝
田
み
つ
る

電
話（
６
２
７
）０
１
７
６

定例無料法律相談

6月　 3日（金） 

5月　　6日（金） 
毎月第一、第三金曜日開催

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
も
耐
震
補
強
補
助
制
度
創
設
を

市
会
議
員

畑
中
た
け
し

電
話（
６
２
６
）５
２
３
９

　

災
害
に
強
い
茨
木
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
市
内
建
築
物
の
耐
震
化
が
急
務
で
す
。

市
内
建
築
物
の
耐
震
状
況
の
把
握
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
既
存
の
木
造
建
築
物
の
耐
震
改
修
補
助

制
度
を
拡
充
し
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震
改
修
工
事
に
対
す
る
補
助
金
制
度
の
創
設
を
強
く

求
め
ま
し
た
。
市
は
「
国
が
制
度
化
し
て
い
る
の
で
市
の
助
成
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
と
と

も
に
、
府
に
対
し
て
も
制
度
の
創
設
を
要
望
し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

福祉文化会館2０１号室

福祉文化会館3０１号室

福祉文化会館2０１号室

専門の弁護士が相談に応じます。かならず事前にご予約下さい
党議員団控室６２１－８５３４

あるいは、党市会議員に直接ご連絡を

5月20日（金） 

時間は、いずれも午後６：３０から

　３月議会で市長は議員報酬月額 1,000 円引き下げの提案をしました。党議員団
は、現行の議員報酬は議員の職務実態からもかけ離れており、市長提案内容は市
民の理解は得られないとして「報酬は 20％引き下げが妥当であるが、当面 10％
の減額」を修正案として提出しました。これに対して公明市議団も慌てて「議員
報酬 15％削減（１年限定）」の修正案を提出。本会議採決では共産と公明以外の
議員が市長提案のみに賛成し、両修正案は否決されました。引き続いて、今年度
は議員報酬の額について各会派で話し合われる予定で、「適切な水準に」とがんば
ります。

「議員報酬は当面10％削減を」党市議団が修正案を提出

公立保育所の増設で待機児童の解消を！
災害に強い茨木を！無駄遣いやめ、市民本位の市政に！
３月市議会でも市政のチェックと市民の願い実現に全力

市
民
本
位
の
財
政
運
営
を
！

予
算
組
み
替
え

　
　
　

動
議
を
提
出

　

党
議
員
団
は
市
長
が
提
案
す
る
予
算
案
に

対
し
、
税
金
の
使
い
道
を
改
め
る
た
め
具
体

的
に
予
算
の
組
み
替
え
を
求
め
る
動
議
を
提

出
。彩
都
・
安
威
川
ダ
ム
・
新
名
神
関
連
予
算
、

市
民
会
館
建
て
替
え
基
金
積
み
立
て
、
企
業

立
地
奨
励
金
の
他
、
解
同
優
遇
行
政
予
算
、

小
学
校
給
食
業
務
委
託
料
な
ど
合
計
約
11

億
円
の
予
算
の
減
額
を
求
め
る
と
と
も
に
、

国
保
料
や
下
水
道
料
金
の
引
き
下
げ
や
、
市

内
商
工
業
振
興
の
た
め
の
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
」
創
設
な
ど
合
計
約
10
億
円

の
予
算
の
増
額
を
求
め
ま
し
た
。

決
議
・
意
見
書
＝
党
市
議
団
も
共
同
提

案
者
に
な
り「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
に
関
す
る
決
議
」「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
か
か
る

交
渉
に
慎
重
な
対
応
を
求
め
る
意
見
書
」

を
全
会
一
致
で
採
択

提　案　内　容 期　間
市 長 提 案

共 産 党 案

公 明 党 案

無　 期　 限

無　 期　 限

１ 年 間 限 定

月額1,000円引き下げ
10％引き下げ

（最終的には20％引き下げ）
15％引き下げ

　厳しい経済情勢のもと、共働き世帯が増え、４月
１日付けの市内保育所待機児童数は昨年と比べても
急増しています。民間法人の進出に頼るばかりでは
保育所の計画的増設や地理的適正配置の面からも限
界があり、市が積極的に公立保育所の建設を進める
よう求めました。
　しかし市は「定員の見直しや弾力化、私立保育園
の新設により対応する」と答えるにとどまり、従前
の姿勢から転換しようという様子は見られません。
これからも待機児童ゼロ実現に向けて具体的な提案
をしていきます。


